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「篠山防災まちづくり会」まとめ防災マップ
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篠山伝建地区と周辺地域の防災力向上に向けて、篠山にお住まいの皆さん一緒に篠山の
防災について考える場として「篠山防災まちづくり会」を行いました。ここでは、12月
に保存会の役員さんを中心に行ったイベントの結果を皆さんにお知らせします。

【日時】：平成19年12月9日（日）13:30～17:00
【場所】：上河原町集会所
【参加人数】：23名（住民：17名、行政関係者：6名）

・当日は武家町1グループ、商家町3グループに分かれて、「災害図上訓練」という
　地図を使った疑似防災訓練と、その後の話し合いを行いました。

・下の地図は、作業の結果をもとに、篠山地域の防災上の課題や水源、避難場所を
　「防災マップ」としてまとめたものです。
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